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≪研究ノート≫
北アルプス南部，横尾谷における
ブナ優占林の組成と構造
高 岡 貞 夫＊
１．はじめに
長野県上高地周辺，梓川上流域は中部山岳国立公園内に位置し，多様な
自然植生が発達している（図１）。大正池の近くで観測された気温の平年
値（１９４１―１９７０年）（気象庁，１９７２）から求めた，暖かさの指数が４５℃・月
となる標高はおよそ１５５０mであり，梓川上流域は植生帯としては山地帯
最上部から亜高山帯に相当する。
本稿で報告の対象とするブナ（Fagus crenata）は，本州の山地帯の森
林に優占する落葉広葉樹の一つである。本州中部地方では降雪量の多い地
域にブナ林が広く分布しているが，降雪量の少ない内陸地域ではブナ林の
発達が悪く，小林分が点在する程度となる（和田，１９８３；長野県植物誌編
纂委員会，１９９７）。梓川上流域は多雪地域から寡雪地域への移行域にあた
るが，ブナの分布上限付近の標高にあるためか，大正池より上流では，連
続的にブナの優占する林分が形成されることはない。『上高地天然紀念物
調査報告』（内務省，１９２８）においても，本地域にブナが少なく，南沢の
標高１５００m付近（島々谷川流域）に大径木が少数見られることが記され
ている。
＊専修大学文学部教授
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しかし，大正池より上流の山腹斜面にも，ブナが小林分を形成したりブ
ナが単木的に生育するのが観察されるほか，横尾谷の左岸にはブナ優占林
とよべる規模でブナが集中的に出現する場所がある（高岡，２００１）。横尾
谷のブナ優占林は，涸沢へと向かう登山道がすぐ近くを通っているために
登山者には知られた存在であるが，林分の組成や構造，分布場所の地形な
どに関する情報は不足している。本稿では，この横尾谷のブナ優占林にお
いて植生と地形の記載を行った結果を報告する。
図１ 対象地域
O：奥又白谷 Sm：下又白谷 Ss：下白沢 D：岳沢 T：徳沢 U：右岸わさび沢
国土地理院による数値標高モデル１０mメッシュ（標高）および２５０mメッシュ（標高）
を使用した。
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２．梓川上流域の植生の概要
梓川上流域は全体に常緑針葉樹林におおわれるが，稜線付近や沢沿いに
は草原や低木林からなる植生，植被率の低い砂礫地や露岩等が複雑に入り
組んでいる。また，梓川沿いの氾濫原には落葉広葉樹からなる森林がパッ
チ状に分布している（図２）。
図３は長塀山－徳沢間における，標高軸に沿った森林植生の変化を示し
ている。林冠層を構成する樹種は標高によって異なり，山腹斜面の上部で
はシラビソが優占するのに対し，下部ではコメツガやクロベが優占するほ
図２ 梓川上流域の植生図
２００７年６月２３日撮影の ALOS AVNIR―２画像により作成した。
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かチョウセンゴヨウが出現する。トウヒは優占林をつくることはないが，
上部から下部まで一定の割合で出現する。林冠木の樹高は山腹斜面の中・
下部では２０～３０mになるが，標高およそ２３００m以上では稜線に近づくほ
図３ 長塀山－徳沢間における森林の変化
標高に沿って変化する林冠木の樹高（左）と林冠層における植被率の構成比（右）
を示す。左右の図の１～１９の地点番号が一致している。
図４ 梓川上流域のブナの分布
現地観察と高岡（２００１，２０１０）に基づき，梓川右岸の山腹斜面におけるブナのおよ
その分布域を示してある。横尾谷のブナ優占林は横尾谷左岸に位置する。
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ど低くなり，２５００m以上の標高域では１０m前後となる。
このような，常緑針葉樹の卓越する山腹斜面の一部にブナが生育してい
る。現地観察の結果と高岡（２００１，２０１０）による分布図に基づいて作成し
た，梓川右岸の山腹斜面におけるブナのおよその分布域を図４に示す。焼
図５ 梓川右岸の山腹斜面に点在するブナの高木
aは下又白谷右岸付近（２０１２年１０月３０日撮影），bは奥又白谷左岸付近（２０１２年１０月
３１日撮影）。現地での確認と写真の色調（原画はカラー）から，ブナのものと推定さ
れる樹冠の位置を円で囲んだ。
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岳より下流側では安房山東斜面から焼岳南斜面にかけてブナ優占林が分布
する。ここでは，梓川右岸の山腹斜面のうち開析の進んだ急斜面に分布は
偏るものの，標高およそ１７５０mまでの範囲に，ほぼ連続的にブナ優占林
がみられる。しかし，焼岳東面の山麓に位置する大正池より上流側の地区
では，まとまった優占林を形成せず，標高１８５０mくらいまでの斜面に小
林分を形成するか単木的に出現する（図５）。
この地区のブナは，山腹斜面下部のうち斜面の開析が進んでできた急斜
面やその下方に続く崖錐に，特に多く出現する。そのような斜面は深成岩
類（花崗岩・花崗閃緑岩）の分布域や，堆積岩類の分布域のうちホルンフ
ェルス化が起きたと考えられる花崗岩隣接域に発達することが多い。梓川
図６ 横尾谷左岸のブナ優占林
矢印を付した，破線で囲んだところがブナ優占林の分布範囲。
蝶ヶ岳稜線上から２０１１年１１月４日に撮影。
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左岸は堆積岩類や火山岩類（溶結凝灰岩・凝灰角礫岩）が卓越するので，
ブナの分布が少ないが，下白沢の流域など深成岩類が見られる地区には，
梓川左岸であってもブナが出現する。
そして，梓川は最上流部で横尾谷と槍沢にわかれるが，横尾谷には大正
池より上流の地区で唯一の，ブナ優占林が占める場所が存在する（図６）。
大正池より上流の地区で梓川右岸にブナがほとんど出現しないのは，右
岸わさび沢から岳沢にかけてと焼岳東斜面である。右岸わさび沢－岳沢付
近は，溶結凝灰岩の分布域にあたる。焼岳は歴史時代に水蒸気爆発を繰り
返し，明治以降では１９０７―１９３９年と１９６２―１９６３年に小爆発が頻発した時期が
あった（及川ほか，２００２）。この影響で焼岳の東斜面は成熟した森林植生
が発達せず，ブナも分布していない（図２）。
３．梓川沿いの沖積錐の分布
後述するように，横尾谷左岸のブナ優占林は沖積錐とその上方に隣接す
る崖錐の上に分布する。本地域には梓川とその支流の合流地点に，多数の
沖積錐が形成されている（図７）。梓川は約２．６万年前に始まる新規焼岳火
山の活動によって大正池の下流側で堰き止められ，梓川の谷を砂礫が埋積
して広い氾濫原が形成された（岩田，２００６）。梓川上流域に多数の沖積錐
が形成されたのは，この広い氾濫原が存在することと関係している。沖積
錐の面積は，深成岩類と火山岩類の分布域では，おおむね流域面積に応じ
て大きくなる傾向があり，大きな流域では３０haを超えるものもあるが，
堆積岩類の流域では沖積錐の発達が悪く，数 ha規模のものが多い（図８）。
横尾谷は河床勾配が大きくなり（図４），上述の梓川の堰き止めにとも
なう谷の埋積が生じていないと考えられるが，河床の標高が１８００m前後
の最上流部であるにもかかわらず谷幅が広い（図６）。日本アルプスにお
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ける最終氷期前半の氷河前進期に，横尾谷は氷食を受けており（岩田，２００３），
小面積ながら沖積錐が発達することを可能にする広い谷底が形成されたの
はこのためである。
図７ 梓川上流域に発達する沖積錐
沖積錐（白色部）と，それぞれの流域が示してある。記号 Yを付した沖積錐が，ブ
ナ優占林のある横尾谷左岸の沖積錐。沖積錐の中には，その上方で崖錐に接続する
ものがあるが，ここに図示した沖積錐の範囲には，そのような崖錐も含まれる。等
高線間隔は５０mで，５００mおきに太くしてある。
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４．横尾谷のブナ優占林
横尾谷にはブナが小林分をつくったり，単木的にブナ高木が混生したり
する場所がいくつかあるが，本稿で報告する面積の大きなブナ優占林は，
横尾谷左岸の標高およそ１７５０―１８５０mの斜面にある（図６）。
このブナ優占林分に設けたベルトトランセクトにおける地形断面と植生
断面を図９に示す。トランセクトの最上部には比高約１０mの小崖があり，
その下方に崖錐が発達するが，さらに下方では横尾谷支流からの土砂が堆
積してできた沖積錐の斜面に移行する。小崖より上の斜面にはコメツガ，
クロベ，シラビソからなる林が，小崖より下方にはブナ優占林が形成され
ている。
図８ 地質地域ごとの沖積錐面積と流域面積
面積は図７をもとに GISで計測した。各流域の地質は，１／２００，０００地質図（地質調査
総合センター，２００９）を重ね合わせたときに，各流域に占める面積が最も大きいも
ので代表させた。
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ブナ優占林では，ブナのほかにシナノキ，ダケカンバ，シラビソ，トウ
ヒ，コメツガ，クロベが林冠を構成していた。亜高木層には全体的にシラ
ビソが最も多く出現し，ブナは１個体が記録されたのみである。崖錐の上
部には地表に巨礫が散在して林床のシナノザサの植被率が低くなるところ
があるが，そのようなところにはクロベやコメツガが生育するのが記録さ
図９ 横尾谷左岸のブナ優占林における地形と植生の断面
横尾谷左岸の崖錐から沖積錐にかけて幅１０mのベルトトランセクトを設け，樹高５
m以上の個体を階層別に記録した。高木層を２列に分けているのは，シンボルの重
複を避けるためで，樹高の違いを示すものではない。
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れた。図９には，樹高５m以上の個体しか示されていないが，シラビソ
は５m以下の幼樹も散見されたのに対して，ブナの５m以下の個体（実
生や幼樹）はわずかしかみられなかった。
沖積錐の下部に設けた方形区で行った毎木調査の結果を表１に示す。高
木性樹種としてはブナとシラビソが多く，ブナは胸高直径が７０cmを超え
る大径木も記録された。そのほかに，個体数は多くないもののダケカンバ
とシナノキが林冠層を構成していた。ブナとシラビソの直径階分布をみる
と，両者ともに１０cm以下の個体が多いが，ブナは５―３０cmのものが存
在していなかった（図１０，表１）。
梓川上流域では下又白谷や奥又白谷のように，深成岩地域などからの支
図１０ 横尾谷左岸の沖積錐におけるブナ優占林の直径階分布
沖積錐上に設けた０．１５haの方形区において樹高１．５m以上の全ての個体を計
測したが，ここでは０―５cmの階層に１９７本（１４４株）が計測されたオオカメ
ノキを除いて図示している。
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流の合流点に形成された沖積錐に，トウヒが優占する林分が発達する（高
岡，１９９８）。しかし，本稿で報告した横尾谷左岸の沖積錐では，トウヒは
わずかしかみられなかった。林冠層にはブナが優占するが，亜高木層以下
にはシラビソが優占しており，林冠層の破壊が生じると，一時的にシラビ
ソが優占する林になると考えられる。沖積錐下部ではブナの実生バンクが
形成されているが，沖積錐上部や崖錐ではブナの後継樹はわずかしかなく，
林冠層にブナが優占する林分が現在と同じ規模で今後も継続するかどうか
は不明である。崖錐や沖積錐では崩壊や土石流で地表の更新が大規模に起
こりうるので，ブナ，シラビソ，トウヒの更新様式は，長期的な地形変化
を考慮に入れて検討されるべきであろう。
５．横尾谷ブナ林の謎の解明にむけて
本稿では，横尾谷左岸のブナ優占林について述べてきたが，大正池より
上流の地区において，横尾谷だけに一定の面積規模をもつブナ優占林が存
在する理由は明らかではない。梓川の氾濫原には横尾谷と同様の沖積錐が
多数形成され，しかも横尾谷よりも低い標高に位置するにもかかわらず，
それらの沖積錐でブナをみることは非常にまれである。
大正池の西側で得られたボーリング試料中に含まれる花粉化石を分析し
た結果によると，ブナ属花粉は１００００yrsBP頃に増加し，４０００yrsBP頃ま
で多く出現するが，２００yrsBP以降はごくわずかしか出現しない（原山・
河合，２０１０）。また，田代湿原から得られた堆積物の花粉分析の結果でも，
最近約１０００年間にブナは数％以下しか出現しない（中堀，１９８４）。
このようなブナ属花粉の変化の特徴を理解するには，江戸時代から明治
時代にかけて行われていたという林業的利用の影響も考慮しなければなら
ない（亀山，１９８５）。梓川に近接し傾斜の緩い地形である沖積錐では，ブ
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ナが他の樹木とともに伐採されたが，最も奥に位置する横尾谷では相対的
に伐採の影響が小さかったと考えることも可能ではある。しかし，田代湿
原での分析結果は，伐採が盛んであった時期よりも前からブナ属花粉が少
なく，本地域が人為的影響を強く受ける前から，ブナの分布が限定的であ
ったことを示唆している。
ブナの分布上限や北限にかかわる要因については様々な観点から議論さ
れてきたが（例えば渡邊，１９８５；紀藤・瀧本，１９９９；Namikawa et al .,２０１０），
気候要因については温度条件と乾湿条件を合わせて考える必要性が指摘さ
れてきた（青山，１９８７；１９９５）。梓川上流域では，上高地アメダス観測所
（標高１５１０m）や明神池の近くにある信州大学山岳科学総合研究所の上高
地ステーション（標高１５３０m）などで気象観測が行われているが，谷底
から山腹斜面にかけて，また下流から上流にかけて，気温や湿度，降水量，
降雪量がどのように変化するのかなど，立体的な気候環境を理解するには
十分とはいえない。例えば，横尾谷と槍沢の合流点から大正池までは梓川
の河床勾配が小さいので（図４），梓川の谷底に冷気湖が形成された場合，
河床勾配が急で標高の高くなる横尾谷のほうが，冷気の影響（低温・乾燥）
を受ける程度が小さくなるということも考えられる。気象観測に基づいて
流域内の気候環境の特徴を明らかにすることは，横尾谷のブナ優占林の形
成要因を検討する上で有意義であろう。
２０１３年３月に定年で御退職になる青山高義先生にこの小論を謹呈いたします。本研
究を行うにあたり，上高地自然史研究会の皆様から有益な助言をいただいた。また，現
地調査では立正大学地球環境科学部の鈴木重雄博士にご協力いただいた。厚く御礼申
し上げる。現地調査および GIS分析には科研費（JSPS１７５００７０５，２４３００３２１）を使用した。
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